
 

 

２０２１年６月１４日 

 

フィリピン ミンダナオ島で第２工場の建設を開始 

 

株式会社ヤクルト本社（社長 根岸孝成）は、持分法適用会社であるフィリピンヤクルト株式

会社において、「ヤクルト」「ヤクルトライト」を生産する第２工場（以下：フィリピン第２工場）

の建設を２０２１年６月１５日に開始します。 

フィリピンにおいては、１９７８年１０月から、ルソン島南部のラグナ州カランバ市にある

カランバ工場（第１工場）にて「ヤクルト」の生産を開始し、現在は「ヤクルト」「ヤクルトラ

イト」の生産を行っています。 

このたびのフィリピン第２工場は、ミンダナオ島北部のミサミス・オリエンタル州エルサル

バドール市に建設します。この場所はミンダナオ島以南での販売を拡大し、かつビサヤ地方を  

バックアップできることから、第２工場建設地として決定しました。生産体制が強化されるこ

とで、市場深耕による需要増加に対応し、更なる発展を目指します。 

フィリピン第２工場の生産能力は、生産開始時で１日あたり１６０万本を予定しています。

その後も順次設備を増強し、最大生産能力は、１日あたり３２０万本を見込んでいます。 

フィリピン第２工場の概要は下記のとおりです。 
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記 

 

１． 所 在 地 ：  フィリピン共和国 ミサミス・オリエンタル州 エルサルバドール市 

２． 敷地面積 ： 約４１，７３８㎡ 

３． 建築面積 ： 約１８，７０９㎡ 

４． 延床面積 ： 約２５，５８３㎡ 

５． 生産開始 ： ２０２３年１月（予定） 

６． 生産品目 ： 「ヤクルト」「ヤクルトライト」 

７． 生産能力 ： 生産開始当初は１６０万本/日（予定） 

   ※生産開始当初のフィリピンヤクルト株式会社での総生産本数はカランバ工場 

（第１工場）とあわせて、５８０万本/日を予定しています。 

 

以上 

 

 

 

 

【参考】 

１． フィリピンヤクルト株式会社の概要 

会 社 名：フィリピンヤクルト株式会社  

※当社 持株比率４０％ 

資 本 金：４０億５，０００万ペソ 

所 在 地：フィリピン共和国 マニラ 

代 表 者：アルバート・ディスン 

社 員 数：１，３８５名（２０２１年３月末現在） 

 

２．カランバ工場（第１工場）概要 

敷地面積：約３０，０００㎡ 

建築面積：約５，８２９㎡（生産棟のみ） 

延床面積：約９，０３９㎡（生産棟のみ） 

生産能力：４７０万本/日 

生産本数：４２０万本/日（２０２１年５月実績）  

※中東地域での販売分も含む 

生産品目：「ヤクルト」「ヤクルトライト」  

生産開始：１９７８年１０月 



 

 

 

  ３．本店、カランバ工場（第１工場）および第２工場の位置関係 
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